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到達目標
① 複素数と複素数平面を理解し，複素数の基本計算を行うことができる．
② 複素関数の微分を理解し，正則関数の性質を理解することができる．
③ 複素関数の積分を理解し，コーシーの積分定理・積分表示を理解することができる．
④ 留数定理を理解し，それを応用して実定積分を計算することができる．

【教育目標】C

【キーワード】複素数，複素数平面，正則関数，複素積分，コーシーの積分定理，留数定理
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

① 複素数と複素数平面を理解し
，複素数の基本計算を行うことが
できる．

複素数の基本計算方法，n乗根の計
算方法，極形式および複素平面上
の図形の方程式を理解し，それら
に関する基本問題・応用問題を解
くことができる．

複素数の基本計算方法，n乗根の計
算方法，極形式および複素平面上
の図形の方程式を理解し，それら
に関する基本問題を解くことがで
きる．

複素数の基本計算方法，n乗根の計
算方法，極形式および複素平面上
の図形の方程式などの基本事項が
理解できない．

② 複素関数の微分を理解し，正則
関数の性質を理解することができ
る．

複素関数の微分を理解し，多項式
・有理関数・三角関数・双曲線関
数・指数関数・対数関数などの正
則関数の性質を深く理解し，それ
らに関する応用問題を解くことが
できる．

複素関数の微分を理解し，多項式
・有理関数・三角関数・双曲線関
数・指数関数・対数関数などの正
則関数の基本的な性質を理解し
，それらに関する問題を解くこと
ができる．

多項式・有理関数・三角関数・双
曲線関数・指数関数・対数関数な
どの正則関数に対する基本的な問
題を解くことができない．

③ 複素関数の積分を理解し，コー
シーの積分定理・積分表示を理解
することができる．

複素積分の定義を理解し，コーシ
ーの積分定理や積分公式を利用し
て，基本的な複素積分を計算する
ことができる．また，複素積分に
関する応用問題を解くことができ
る．

コーシーの積分定理や積分公式を
利用して，基本的な複素積分を計
算することができる．

コーシーの積分定理や積分公式を
利用できず，複素積分を計算する
ことができない．

④ 留数定理を理解し，それを応用
して実積分（広義積分）を計算す
ることができる．

特異点の分類を正確に行うことが
できる．また，留数定理を理解し
，それを応用して複雑な実積分
（広義積分）を計算することがで
きる．

留数定理を理解し，それを応用し
て基本的な実積分（広義積分）を
計算することができる．

留数定理を利用して，基本的な実
積分（広義積分）を計算すること
ができない．

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 　本科で学習した関数の概念を複素数まで拡張し，複素関数の微分・正則関数の性質・複素関数の積分を学習する．そ

の後，コーシーの積分定理・コーシーの積分公式・留数定理を用いて実用的な積分計算のスキルを身につける．

授業の進め方・方法 　MOODLE2014 コース：応用解析学[A22]からプリントをダウンロードし，予習をして授業に臨むこと．授業は教科書
・プリントに沿って行う．

注意点

　本講義で学習する複素関数は現代科学において重要な概念のひとつである．そのため，学習内容の定着をはかるため
に予習・復習は必須である．講義は教科書・プリントに沿って行い，定期的にレポートの提出を求める．

【事前学習】
　プリントを利用して予習を行うこと．その際，言葉の意味や定義などを調べておくこと．

【評価方法・評価基準】
　試験結果(100%)で評価する．詳細は第１回目の講義で告知する．複素数と複素平面，複素関数の微分，正則関数の性
質，複素積分，コーシーの積分定理，コーシーの積分公式，留数定理，複素関数論の実関数への応用の理解度を評価す
る．以上の評価に加えて，自己学習をして自己学習レポートを提出すること．自己学習レポートの未提出が，4分の１を
超える場合は不合格点とする．総合成績60点以上を単位修得とする．

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週  １．複素数と複素平面  複素数の基本計算を行うことができる．
2週  １．複素数と複素平面  複素数の基本計算を行うことができる．
3週  ２．複素関数の微分と正則関数  複素関数の微分を理解することができる．
4週  ２．複素関数の微分と正則関数  複素関数の微分を理解することができる．
5週  ２．複素関数の微分と正則関数  正則関数の性質を理解することができる．
6週  ２．複素関数の微分と正則関数  正則関数の性質を理解することができる．
7週  ３．複素関数の積分とコーシーの定理  複素積分を計算することができる．
8週 中間試験

2ndQ
9週  ３．複素関数の積分とコーシーの定理  コーシーの積分定理・積分表示を理解することができ

る．

10週  ３．複素関数の積分とコーシーの定理  コーシーの積分定理・積分表示を理解することができ
る．



11週  ４．留数定理と実定積分の計算  テイラー展開・ローラン展開を理解することができる
．

12週  ４．留数定理と実定積分の計算  留数定理を用いて複素積分を計算することができる．

13週  ４．留数定理と実定積分の計算  留数定理を応用して実定積分を計算することができる
．

14週  ４．留数定理と実定積分の計算  留数定理を応用して実定積分を計算することができる
．

15週 期末試験

16週 まとめ  これまでの学習内容を振り返り，専門科目への応用に
ついて考えることができる．

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

中間試験 期末試験 合計
総合評価割合 50 50 100
複素数と複素平面 25 0 25
複素関数の微分と正則関数 25 0 25
複素関数の積分とコーシーの定理 0 25 25
留数定理と実定積分の計算 0 25 25


